
Ｈ２５年度
成果と課題

Ｄo＆Ｃ
heck

Ｈ２６年度への
提言

Ａction

分掌がめざす生徒の姿

分掌目
標
Ｐｌａｎ

主な活動　Ｄｏ 到 達 目 標 評価基準(Check) 成果と課題

Ｄo＆Ｃheck

来年度への提

言

Ａction

教職員質問紙「授
業時間の確保がな
された」肯定的評
価９０％

規定授業時数の１
００％実施

教職員質問紙「ゆ
とりを感じること
ができる」５０％
以上

学校教育目標に向けて、適切な教育
課程の編成と運用を図る
　①週案の更なる改善
　②授業時間数確保の断行

各分掌・学年が働きやすい職場環境
をつくる
　①整理整頓
　　・職員室・机上・更衣室
　　・教室　・備品管理

　②会議日、テスト期間を利用して
早く
　　退勤する雰囲気作りに努める

教員が学
校設備の
適切な運
用に努
め、危機
管理の各
種マニュ
アルに
沿った行
動をとる
ことがで
きる

毎月の安全点検
に挙がる修理の
必要な箇所５箇
所以内

使用量昨年比
５%減

故意による修繕
費０円

教職員質問紙
「避難訓練など
防災へのマネジ
メントは適切で
ある」肯定的評
価９０％以上

教職員質問紙
「個人情報の保
護に配慮した事
務処理を推進し
ている」肯定的
評価９０％以上

学校職
員が協
働し、
効率的
に活動
できる
環境の
整備

学校内にある設備・備品の適正な管
理と運用を行う
　①毎月の安全点検の徹底
　　・運営委員会の時間に点検実施
　　・点検しやすい新たな区割り
　　・管理責任者による点検も取り
入れ
　　　る。
　②備品点検の完全実施
　③購入機器の管理マニュアルの作
成

危機管理に対する教職員の意識の向
上を図る
　①データ管理の徹底
　　・公文書の管理
　②危機管理マニュアルの弾力的改
定

教員がゆ
とりを
持って職
務に取り
組むこと
ができる

活動へ向けての努力事項　Ｄｏ

安全点検は
確実になさ
れた。管理
責任者では
ない目で見
て新たな気
づきがあっ
たが、管理
責任者の意
識が薄れた
観がある。
管理場所や
備品の異常
があれば報
告を願う。

故意による
修繕は１件
もなかっ
た。普段か
ら生徒や教
師も設備や
備品に関心
を向けるこ
とが必要で
ある。

光熱費の節
約の意識を
更に高く持
つような施
策が必要。

インター
ネット利用
規程を逸脱
した行為は
認められな
かった。セ
キュリティ
に関する職
員の意識は
高い。

公文書の管
理が杜撰で
ある。

授業時間数
のばらつき
や計画の不
達成を解消
することが
出来ていな
い。時数統
計を用いた
努力を継続
するべきで
ある。

ＮＯ残業Ｗ
ＥＥＫの取
り組みは不
完全であっ
た。会議
日、テスト
期間などを
利用して早
く退勤でき
る雰囲気作
りを心がけ
たい。

管理責任者によ
る安全点検日を
長期休業中に1回
はもち管理意識
を高める。設備
備品の破損や異
状については早
期報告、早期改
善に努める。

整理整頓に努
め、働きやすい
環境をつくるこ
とで仕事の効率
を上げていく。

快
適
な
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る
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、
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エ
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学
校
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を

配
る
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る
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と
感
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が
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　　　　平成２６年度 　　総務管理部　年間分掌マネジメント　　　　岩美町立岩美中学校

学校教育目標
生活のリズム（望ましい睡眠・食事のあり方、メディアとのつきあい方）、生活習慣（身だしなみ、清潔感、整理整頓）を定着さ
せ、自主・自立の精神を養い、共生の精神を尊重する人間関係づくりを構築し、学力向上をめざす。

重点努力事項

(1) 生活のリズムや生活習慣を身につけさせ、学習規律や学習態度の確立、学習習慣を定着させることによって、基礎学力の向上をめざす。
(2) 人間関係を育む学級経営、学習指導、学校行事、生徒会行事、部活動を通して、「学校生活が楽しくて満足している」と実感できる、共に生きる集団づくりを
めざす。
(3) 生徒一人ひとりが、価値ある存在として実感することができ、自分の生き方に夢や希望、誇りをもって、「社会とどう向き合い、社会とどう関わっていくか」
を形成し、自己実現を図っていくことのできる学校づくりをめざす。

分掌重点目標 安心・安全で快適な学校生活の実現


